






































薬学焔は私な入れて二人ということと、このような方向へ数獲の綴究は設だ進展していないこ もあってかなり とまどいを感じ、必りしたが、講演の合間や交歓会絡でいろ ろと感じ と、考えたこと
分に認識し貿易燦擦の解消として内総 
拡大を真剣に考えなければな
















































































としては当然光に記した高気な先伎 お話等に同窓出来る ではないか 恕われるものであれソ、そのよう 行われているの はないかとも袴えられるのですが、実際の 
常的思考や行動会」先のことと比
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いる絡など、つい過激な意悶凡など設はいてしまうことになっている様です。薬学のある部分はかなり応用色が強く、かっそこの ころはど多分にもれず伴今その進邸中の度合は♀くなっております。高齢化技会の出現 伴って医療システムそのものが次第に形役変え、そこにおける薬剤師の果たす役都もより一酬明高度なものにな てきているわけです。 中土とはいっても本写の場合、ほぼ薬剤倒といってもよいわけでして、そ 様 次代をになう築制剤師の育成会」最適な
力を絡ん明、心がけているかというと、これまた縦しい問題になっ
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